
第  号議案 

一宮市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の制定について 

一宮市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の制定について、別紙案を添えて教育

委員会の審議に付します。 

令和２年１２月２２日 

一宮市教育委員会 

教育長 高 橋 信 哉 

提案理由 

 一宮市立小中学校の卒業証書において、公印の押印に代えて、電子計算機に記録した当

該公印の印影を打ち出すため、本案を提出します。
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一宮市教委規則第  号 

一宮市教育委員会公印規則の一部を改正する規則 

一宮市教育委員会公印規則(平成16年一宮市教委規則第1号)の一部を次のように改正す

る。 

別表26の項の次に次のように加える。 

26

の

2 

学校長之印 てん書 方21 総務課 学校長名で発する一

般公文書(電子計算

機)用 

別表27の項中「、褒賞及び卒業証書」を「及び褒賞」に改める。 

付 則 

この規則は、公布の日から施行する。 



一宮市教育委員会公印規則(平成16年一宮市教育委員会規則第1号)新旧対照表 

現行 改正案 

別表(第3条―第5条関係) 別表(第3条―第5条関係) 

【別記 参照】 【別記 参照】 



【別記】 

現行 

公印

番号

公印名 書体 寸法(ミリメート

ル) 

ひな形 管守課等 用途 

略 

26 学校長之印 てん書 方21 総務課 学校長名で発する一般公文書

用 

27 学校長之印 てん書 方21 総務課 表彰、褒賞及び卒業証書用 

略 

改正案 

公印

番号

公印名 書体 寸法(ミリメート

ル) 

ひな形 管守課等 用途 

略 

26 学校長之印 てん書 方21 総務課 学校長名で発する一般公文書

用 

26の

2 

学校長之印 てん書 方21 総務課 学校長名で発する一般公文書

(電子計算機)用 

27 学校長之印 てん書 方21 総務課 表彰及び褒賞     用 

略 



第  号議案 

一宮市立学校施設使用条例施行規則及び一宮市立小中学校体育施設の

開放に関する規則の一部を改正する規則の制定について 

一宮市立学校施設使用条例施行規則及び一宮市立小中学校体育施設の開放に関する規則

の一部を改正する規則の制定について、別紙案を添えて教育委員会の審議に付します。 

令和２年１２月２２日 

一宮市教育委員会 

教育長 高 橋 信 哉 

提案理由 

 遊び場開放の取り止め並びにスポーツ課の事務を教育文化部から経済部に移管すること

に伴い、関係規則の一部を改正するため、本案を提出します。
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一宮市教委規則第  号 

一宮市立学校施設使用条例施行規則及び一宮市立小中学校体育施設の開放に関する

規則の一部を改正する規則 

(一宮市立学校施設使用条例施行規則の一部改正) 

第1条 一宮市立学校施設使用条例施行規則(昭和56年一宮市教育委員会規則第13号)の一

部を次のように改正する。 

第2条中「(様式第1)」を削る。 

第3条中「(様式第2)」を削る。 

第4条中「(様式第3)」を削る。 

第13条中「(様式第4)」を削る。 

第15条中「(様式第5)」を削り、同条の次に次の1条を加える。 

(帳票の名称及び様式) 

第16条 この規則の施行に関し必要な帳票の名称は、次に掲げるとおりとし、その様式

については、教育長が別に定める。 

(1) 学校施設使用許可申請書 

(2) 学校施設使用許可書 

(3) 学校施設使用許可通知書 

(4) 学校施設使用料免除申請書 

(5) 学校施設目的外使用報告書 

別表中 

「 

日曜日、休日、休業日 土曜日 

日の出から日没まで 午後1時から日没まで 

午前9時から午後9時まで 午後1時から午後9時まで 

」を 

「 

土曜日、日曜日、休日、休業日 

日の出から日没まで 

午前9時から午後9時まで 

」に改める。 

様式第1から様式第5までを削る。 

(一宮市立小中学校体育施設の開放に関する規則の一部改正) 

第2条 一宮市立小中学校体育施設の開放に関する規則(平成7年一宮市教育委員会規則第6

号)の一部を次のように改正する。 

第1条中「並びに子供の安全な遊び場の確保」を削り、「への」の次に「スポーツ活動

の場としての」を加え、「施設の開放」を「スポーツ開放」に改める。 

第2条の見出しを「(スポーツ開放)」に改め、同条第1項を削り、同条第2項中「施設

の開放」を「スポーツ開放」に改め、同項を同条とする。 

第4条第1項中「第8条第4項」を「第8条第2項」に改める。 



第6条中「施設の開放」を「スポーツ開放」に、「管理責任者」を「教育委員会」に改

める。 

第8条の見出しを「(学校の体育施設の管理)」に改め、同条第1項中「施設の開放」を

「スポーツ開放」に、「を行わせるため、管理責任者を置く」を「は、一宮市学校管理

規則(昭和34年教育委員会規則第1号)第5章の規定にかかわらず、教育委員会が総括す

る」に改め、同条第2項及び第3項を削り、同条第4項を同条第2項とし、同条第5項中「管

理責任者」を「教育委員会」に、「施設の開放」を「スポーツ開放」に改め、同項を同

条第3項とし、同条第6項を同条第4項とし、同条第7項を同条第5項とする。 

第9条中「施設の開放中に」を「スポーツ開放において」に改め、「管理責任者を通じ

て」を削る。 

第10条中「施設の開放」を「スポーツ開放」に改める。 

付 則 

(施行期日) 

1 この規則は、令和3年4月1日から施行する。 

(一宮市教育委員会の権限に属する事務の委任に関する規則の一部改正) 

2 一宮市教育委員会の権限に属する事務の委任に関する規則(平成20年一宮市教育委員会

規則第1号)の一部を次のように改正する。 

第2条第2号中「第2条第1項第1号」を「第1条」に改める。 

(経過措置) 

3 この規則の施行の際、現に第1条の規定による改正前の一宮市立学校施設使用条例施行

規則の規定に基づき作成されている帳票は、同条の規定による改正後の一宮市立学校施

設使用条例施行規則(以下「改正後の規則」という。)の規定にかかわらず、当分の間、

使用することができる。 

4 改正後の規則の規定による使用許可に係る手続は、この規則の施行の日前においても行

うことができる。 



(第1条関係)一宮市立学校施設使用条例施行規則(昭和56年一宮市教育委員会規則第13号)新旧対照表 

現行 改正案 

(使用許可の申請) (使用許可の申請) 

第2条 一宮市立小学校及び中学校の校地、校舎及びその他の付属設備(以下「施

設」という。)を使用しようとする者(以下「使用者」という。)は、別に定め

る場合を除き、学校施設使用許可申請書(様式第1)により当該学校長を経て、

教育委員会に使用日前1か月以内5日前までに申請しなければならない。ただ

し、急を要する場合は、この限りでない。 

第2条 一宮市立小学校及び中学校の校地、校舎及びその他の付属設備(以下「施

設」という。)を使用しようとする者(以下「使用者」という。)は、別に定め

る場合を除き、学校施設使用許可申請書     により当該学校長を経て、

教育委員会に使用日前1か月以内5日前までに申請しなければならない。ただ

し、急を要する場合は、この限りでない。 

(使用許可書の交付) (使用許可書の交付) 

第3条 教育委員会は、条例第2条に規定する使用を許可したときは、学校施設

使用許可書(様式第2)を交付する。 

第3条 教育委員会は、条例第2条に規定する使用を許可したときは、学校施設

使用許可書     を交付する。 

(学校長への通知) (学校長への通知) 

第4条 教育委員会は、使用を許可したときは、学校施設使用許可通知書(様式

第3)により、その旨を当該学校長に通知するものとする。 

第4条 教育委員会は、使用を許可したときは、学校施設使用許可通知書   

  により、その旨を当該学校長に通知するものとする。 

(使用料の免除) (使用料の免除) 

第13条 使用料の免除を受けようとする者は、学校施設使用料免除申請書(様式

第4)を市長に提出しなければならない。 

第13条 使用料の免除を受けようとする者は、学校施設使用料免除申請書   

  を市長に提出しなければならない。 

(使用状況の報告) (使用状況の報告) 

第15条 学校長は、前月における施設の使用状況を翌月5日までに学校施設目的

外使用報告書(様式第5)により教育委員会に報告しなければならない。 

第15条 学校長は、前月における施設の使用状況を翌月5日までに学校施設目的

外使用報告書     により教育委員会に報告しなければならない。 

 (帳票の名称及び様式) 

 第16条 この規則の施行に関し必要な帳票の名称は、次に掲げるとおりとし、

その様式については、教育長が別に定める。 

 (1) 学校施設使用許可申請書 

 (2) 学校施設使用許可書 

 (3) 学校施設使用許可通知書 

 (4) 学校施設使用料免除申請書 

 (5) 学校施設目的外使用報告書 

別表(第8条関係) 別表(第8条関係) 

【別記1 参照】 【別記1 参照】 

備考 略 備考 略 

様式第1(第2条関係) 

（略） 



様式第2(第3条関係) 

（略） 

様式第3(第4条関係) 

（略） 

様式第4(第13条関係) 

（略） 

様式第5(第15条関係) 

（略） 



【別記1】 

現行 

区分

施設名 

日曜日、休日、休業日 土曜日 平日 

運動場 日の出から日没まで 午後1時から日没まで 午後5時から日没まで 

屋内運動場、武道場及び教室その他これに類する部

屋 

午前9時から午後9時まで 午後1時から午後9時まで 午後5時から午後9時まで 

改正案 

区分

施設名 

土曜日、日曜日、休日、休業日 平日 

運動場 日の出から日没まで 午後5時から日没まで 

屋内運動場、武道場及び教室その他これに類する部

屋 

午前9時から午後9時まで 午後5時から午後9時まで 



(第2条関係)一宮市立小中学校体育施設の開放に関する規則(平成7年一宮市教育委員会規則第6号)新旧対照表 

現行 改正案 

(趣旨) (趣旨) 

第1条 この規則は、一宮市立学校施設使用条例(昭和56年一宮市条例第65号)の

規定による学校の施設の目的外使用のうち、一宮市内の地域スポーツの普及

及び振興並びに子供の安全な遊び場の確保のために行う学校の体育施設(運

動場、屋内運動場、武道場及びプールをいう。以下同じ。)の住民への   

         開放(以下「施設の開放 」という。)に関し必要な事項

を定めるものとする。 

第1条 この規則は、一宮市立学校施設使用条例(昭和56年一宮市条例第65号)の

規定による学校の施設の目的外使用のうち、一宮市内の地域スポーツの普及

及び振興               のために行う学校の体育施設(運

動場、屋内運動場、武道場及びプールをいう。以下同じ。)の住民へのスポー

ツ活動の場としての開放(以下「スポーツ開放」という。)に関し必要な事項

を定めるものとする。 

(施設の開放) (スポーツ開放) 

第2条 施設の開放の種類は、次のとおりとする。 第2条 

(1) スポーツ開放(学校の体育施設を住民のスポーツ活動の場として開放す

ることをいう。以下同じ。) 

(2) 遊び場開放(小学校の運動場を子供の遊び場として開放するこという。)

2 施設の開放 を行う学校(以下「開放校」という。)の名称、体育施設の種別

及び日時は、別表第1及び別表第2に定めるとおりとする。 

スポーツ開放を行う学校(以下「開放校」という。)の名称、体育施設の種別

及び日時は、別表第1及び別表第2に定めるとおりとする。 

(使用の許可) (使用の許可) 

第4条 教育委員会は、前条第2項の規定により許可をしたときは、学校体育施

設使用許可書を申請者に交付するとともに、学校体育施設使用許可通知書に

より学校長及び第8条第4項に規定する管理指導員に通知するものとする。 

第4条 教育委員会は、前条第2項の規定により許可をしたときは、学校体育施

設使用許可書を申請者に交付するとともに、学校体育施設使用許可通知書に

より学校長及び第8条第2項に規定する管理指導員に通知するものとする。 

2 略 2 略 

(一宮市立学校施設使用条例施行規則の規定の準用) (一宮市立学校施設使用条例施行規則の規定の準用) 

第6条 一宮市立学校施設使用条例施行規則(昭和56年一宮市教委規則第13号)

第5条の2、第6条及び第9条から第12条までの規定は、この規則の規定による

施設の開放 に係る学校の体育施設の使用について準用する。この場合にお

いて、同規則第9条中「学校長」とあるのは、「管理責任者及び管理指導員」

とする。 

第6条 一宮市立学校施設使用条例施行規則(昭和56年一宮市教委規則第13号)

第5条の2、第6条及び第9条から第12条までの規定は、この規則の規定による

スポーツ開放に係る学校の体育施設の使用について準用する。この場合にお

いて、同規則第9条中「学校長」とあるのは、「教育委員会及び管理指導員」

とする。 

(管理責任者等の設置) (学校の体育施設の管理) 

第8条 施設の開放 に係る学校の体育施設の管理を行わせるため、管理責任者

を置く                              

 。 

第8条 スポーツ開放に係る学校の体育施設の管理は、一宮市学校管理規則(昭

和34年教育委員会規則第1号)第5章の規定にかかわらず、教育委員会が総括す

る。 

2 管理責任者は、施設の開放に係る学校の体育施設の管理を統括するものと

し、この限りにおいては、施設の開放を行う学校(以下「開放校」という。)



の学校長は、その管理上の責任を有しないものとする。 

3 管理責任者は、教育委員会事務局職員のうちから教育長が指名する。 

4 略 2 略 

5 管理指導員は、管理責任者の命を受け、施設の開放 に係る学校の体育施設

の設備の管理並びに使用者の安全確保及び指導を行う。ただし、体育施設の

うちプールについては、監視員がこれらの職務を行う。 

3 管理指導員は、教育委員会の命を受け、スポーツ開放に係る学校の体育施設

の設備の管理並びに使用者の安全確保及び指導を行う。ただし、体育施設の

うちプールについては、監視員がこれらの職務を行う。 

6・7 略 4・5 略 

(事故の報告) (事故の報告) 

第9条 管理指導員及び監視員は、施設の開放中に   事故が発生したとき

は、直ちにその概要を管理責任者を通じて教育委員会に通報し、後日報告書

を作成し、教育委員会に提出しなければならない。 

第9条 管理指導員及び監視員は、スポーツ開放において事故が発生したとき

は、直ちにその概要を        教育委員会に通報し、後日報告書を

作成し、教育委員会に提出しなければならない。 

(運営協議会) (運営協議会) 

第10条 教育委員会は、施設の開放 を円滑かつ効果的に行い、必要な事項を

調査・検討するため必要があると認めるときは、一宮市立小中学校体育施設

開放運営協議会を設置することができる。 

第10条 教育委員会は、スポーツ開放を円滑かつ効果的に行い、必要な事項を

調査・検討するため必要があると認めるときは、一宮市立小中学校体育施設

開放運営協議会を設置することができる。 



(付則第2項関係)一宮市教育委員会の権限に属する事務の委任に関する規則(平成20年一宮市教育委員会規則第1号)新旧対照表 

現行 改正案 

(事務の委任) (事務の委任) 

第2条 次に掲げる事務については、これを処理する権限を副市長に委任する。 第2条 次に掲げる事務については、これを処理する権限を副市長に委任する。

(1) 略 (1) 略 

(2) 一宮市立小中学校体育施設の開放に関する規則(平成7年一宮市教委規

則第6号)第2条第1項第1号に規定するスポーツ開放に関する事務 

(2) 一宮市立小中学校体育施設の開放に関する規則(平成7年一宮市教委規

則第6号)第1条     に規定するスポーツ開放に関する事務 





第  号議案 

一宮市立小中学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の制定について 

一宮市立小中学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の制定について、別

紙案を添えて教育委員会の審議に付します。 

令和２年１２月２２日 

一宮市教育委員会 

教育長 高 橋 信 哉 

提案理由 

 愛知県教育委員会規則第八号 愛知県立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関す

る規則に基づき、一宮市立小中学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則を制

定するため本案を提出します。
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（案） 

一宮市教委規則第  号 

一宮市立小中学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則 

(趣旨) 

第1条 この規則は、義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置条例(昭和46

年愛知県条例第55号)第7条の規定に基づき、一宮市教育委員会(以下「教育委員会」と

いう。)の所管に属する小中学校(以下「学校」という。)の教育職員(同条例第2条第2項

に規定する教育職員をいう。以下同じ。)が正規の勤務時間(職員の勤務時間、休日、休

暇等に関する条例(昭和42年愛知県条例第4号。以下「勤務時間条例」という。)第3条に

規定する勤務時間をいう。以下同じ。)及びそれ以外の時間において行う業務の量の適

切な管理その他学校の教育職員の健康及び福祉の確保を図るための措置に関し必要な

事項を定めるものとする。 

(教育職員の業務量の適切な管理) 

第2条 教育委員会は、学校の教育職員が業務を行う時間(公立学校の教育職員の業務量の

適切な管理その他教育職員の服務を監督する教育委員会が教育職員の健康及び福祉の

確保を図るために講ずべき措置に関する指針(令和2年文部科学省告示第1号)第3(1)に

規定する在校等時間をいう。以下同じ。)から所定の勤務時間(勤務時間条例第8条第3項

に規定する日における正規の勤務時間(同条第2項の規定により勤務することを命ぜら

れた時間を除き、同項の規定により勤務させないこととした他の日における時間を含

む。)以外の正規の勤務時間をいう。以下同じ。)を除いた時間を次の各号に掲げる時間

の範囲内とするため、学校の教育職員の業務の量の適切な管理を行うものとする。 

(1) 1か月について45時間 

(2) 1年について360時間 

2 前項の規定にかかわらず、教育委員会は、学校の教育職員が児童、生徒に係る通常予見

することのできない業務の量の大幅な増加等に伴い、一時的又は突発的に所定の勤務時

間以外の時間に業務を行わざるを得ない場合には、学校の教育職員が業務を行う時間か

ら所定の勤務時間を除いた時間を次の各号に掲げる時間及び月数の範囲内とするため、

学校の教育職員の業務の量の適切な管理を行うものとする。 

(1) 1か月について100時間未満 

(2) 1年について720時間 

(3) 1か月ごとに区分した各期間に当該各期間の直前の1か月、2か月、3か月、4か月及

び5か月の期間を加えたそれぞれの期間において1か月当たりの平均時間について80

時間 

(4) 1年のうち1か月において所定の勤務時間以外の時間において45時間を超えて業務

を行う月数について6か月 

(雑則) 

第3条 この規則に定めるもののほか、学校の教育職員の業務の量の適切な管理その他学校

の教育職員の健康及び福祉の確保を図るための措置に関し必要な事項については、教育

委員会が定める。 

付 則 



（案） 

この規則は、令和3年4月1日から施行する。 













第７１号議案

一宮市教育委員会後援名義の使用について

一宮市教育委員会後援名義の使用について、別紙のとおり申請がありました

ので、教育委員会の審議に付します。

令和２年１２月２２日

一宮市教育委員会      

教育長 高 橋 信 哉 



一宮市教育委員会後援名義使用許可基準 

（許可基準） 

第２条 後援名義の使用の許可は、次の各号のいずれかに該当する事業に対して行うも

のとする。 

(1) 国又は地方公共団体が主催し、又は後援する事業 

(2) 学校又は学校の連合体が主催する事業 

(3) 市内の公共的団体及びこれに加盟している団体が主催する事業 

(4) 公益法人及びこれに準ずる団体（宗教法人を除く。）が主催する事業 

(5)  次に掲げる団体等が主催する事業で、その内容（入場料、場所、事業内容等）が

適当と認められる事業 

ア 市内の教育関係団体 

イ 報道機関（新聞社又は放送局） 

ウ 国、地方公共団体が補助等をしている団体 

(6) 過去において、教育委員会が後援した実績のある事業 

(7) 前各号に掲げる事業のほか、教育委員会が適当と認めた事業 

２ 前項の規定にかかわらず、当該事業が次の各号のいずれかに該当する場合は、後援

名義の使用を許可しないものとする。 

(1) 営利を目的として行われる事業 

(2) 特定の政党又は宗教団体が主催する事業 

(3) 教育の中立性を損なうおそれのある事業  

(4) 会員制又は会員勧誘を前提とした事業 

(5) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれのある事業 

(6) 市内全域を対象としない事業 

(7) 一宮市暴力団等の排除に関する条例（平成 23 年一宮市条例第 24 号）第 2 条第 1

項第１号に規定する暴力団又は同項第 2 号に規定する暴力団員若しくはこれらと密接

な関係を有する者が主催し、又は関与すると認められる事業 

(8) 前各号に掲げる事業のほか、教育委員会が支障があると認めた事業








